
電子線形加速器を利用した 225Acスケールアップ製造及び薬剤標識実験 

Scale up production of Ac-225 using an electron linear accelerator and drug labeling experiment 
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電子線形加速器を用いた光核反応による 225Ac 製造方法を開発している。5 回のスケールアップ製造実験

を実施し、225Ac 製造の再現性を確認した。また製造した 225Ac の薬剤化に向け、DOTA-E[c(RGDfK)]2を用い

た標識実験を実施した。 
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1. 緒言 

標的α線治療（TAT:Targeted Alpha Therapy）用核種として有望な 225Ac は、電子加速器を用いて 226Ra（γ,n）

225Ra→225Ac の反応経路によって製造可能である。この製造方法の利点の一つは、長半減期の同位体が生成せ

ず核種純度の高い 225Ac を得られる点である。実用化には、安定製造、及び、薬剤として使用可能な品質の実

現が必要である。本研究では、複数回の製造実験を通して、製造再現性の確認及び標識実験を実施した。 

 

2. 実験方法 

37~47 MBq の 226Ra 原料を用いて 225Ac 製造実験を実施し

た。226Ra は塩酸塩の形態で石英管に封入し、東北大電子光

理学センターの電子線形加速器で照射を実施した。（典型的

には電子線エネルギー44 MeV, 平均電流 120 𝜇A、照射時間

10h）。分離精製は抽出クロマトグラフィにより行った。また、

製造した 225Ac を用いて DOTA-E[c(RGDfK)]2 との結合性を

調べた。放射化学純度は薄層クロマトグラフィ及びオートラ

ジオグラフィにより評価した。 

 

3. 結果・まとめ 

5 回の製造実験で合計約 1.5 MBq の 225Ac を得た。各回の製造量は、226Ra 原料量及び照射電流、照射時間

とおおよそ比例しており、安定した製造が確認できた。γ線及びα線スペクトルに不純物核種（226Ra 原料及

びその子孫核種）のピークは見られず、225Ac の分離精製に成功した。また十分量の DOTA-E[c(RGDfK)]2 使

用時、ほぼ 100%の標識率で 225Ac-DOTA-E[c(RGDfK)]2を得ることができた（図）。これにより、TAT 開発に

資する 225Ac を安定して製造可能な見通しを得た。 
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図: 薄層クロマトグラフィ結果（オートラジ

オグラム（上）及びそのプロファイル（下）） 
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